



講演日： 2013 年 3 月 9 日（土） 
シンポジスト： 柏木 隆雄 
            沼野 充義 











































































































































































































































































小シンポジウム「文学と翻訳をめぐって」― 柏木 隆雄、沼野 充義 
 
が原題には近いです。つまり英語でも Crime and Punishment です。これは ”sin” ではないわけ



















































































































































































































































































えやすいので覚えましたけれど、これは例の有名な ”Home-Thoughts（家への思い）, From Abroad
（海峡より）”という詩で、”Oh, to be in England……”、これは竹友藻風の訳です。「あわれイギリ
スにあらまし いまぞ卯月よ イギリスに目ざむる者は だれにもあれ 或あした 思いもかけず、































































































































































小シンポジウム「文学と翻訳をめぐって」― 柏木 隆雄、沼野 充義 
 
162 
 
くる。だからこういうふうに繰り返し、繰り返し、その英語、日本語、英語、日本語の間で積み上
げられて、鍛えられていくというイメージがあります。 
 彼の作品の英訳はどうなんだということなんですが、彼の日本語はおおむねちょっと英語的な日
本語だと言ってもいいのですけれども、やはり日本語ですからそう簡単には訳せない。いろいろ微
妙な問題もあります。実は、自己宣伝でもないんですけど、今度４月から NHK の第２放送という
のですか、ラジオですけれども、「英語で読む村上春樹」という新番組が立ち上がりまして、私はそ
この出演者の１人として１年間、英語で村上春樹を読みながら、日本語とどこが違うのかというこ
とをします。別に誤訳の指摘をしようというあら探しではなくて、英訳は極めていい訳、というか
いい訳を選んでいるのですけれども、ただし訳せない言葉はいっぱいあるのですね。やはり無意識
のうちに日本的な発想になっている日本語というのもあって、英訳者はジェイ・ルービンという人
なのですけど、非常に日本語をよく分かっていて、それを自然な英語にするためにはやはり相当苦
心している。ということで、ですから村上作品の英訳というのも、それ自体詳しく見てみると大変
面白いものが出てくると思います。とりあえずそれだけ。 
【西山氏】どうもありがとうございました。ぜひ聴かせていただきます。 
【司会】ありがとうございました。まだご質問もおありかと思いますが、そろそろ時間がきました
ので、このあたりで幕にしたいと思います。本当はお二人の先生に、今ややかげりのある外国文学
について、また文学の未来について語っていただきたいところもあったのですけれども。 
 今日講師を務めていただきましたお二人の先生に、もう一度盛大な拍手をお願いいたします。 
 
【総合司会】では、これで講演会、シンポジウムを終わります。今日は長い間どうもありがとうご
ざいました。 
